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校 長 大 西 浩 之 
TEL 042－583－3907 

 

未来へ「羽ばたけわれら」 

校長 大西 浩之 

 

昨年度から開校５０周年記念の取組を様々進めてきま

したが、先日の芸術祭・記念式典をもって一区切りするこ

とができました。改めまして、これまでの本校教育活動へ

のご理解ご協力、そして芸術祭への多くのご参観ありがと

うございました。式典は会場の都合で６０名ほどの来賓

と、代表児童の６年生、教職員のみとなりましたが、全校

児童の思いも留めたく、芸術祭の絵画作品と自分を模して

作った人形を体育館に飾りました。 

式典では、教育委員会祝辞として堀川教育長、来賓祝辞

として大坪日野市長、古賀日野市議会議長のお祝いの言葉

がありました。また、５０周年を記念して、教育委員会か

らは記念誌と裁断機を、本校 PTAからは記念誌とワンタ

ッチテント（当日、受付で使用）を頂戴しました。この場

で皆様にもご紹介いたします。次に、６年生による「誓い

の言葉」が行われ、これまで学校を支えてくださった皆様

への感謝と、これから七小生・七桜として大きく成長して

いく決意のこもった言葉が述べられ、「空は今」を合唱し

ました。式典の最後には校歌を、６年生が作詞した３・４

番まで全員で歌いました。参加された来賓の方からは、「６

年生が本当に立派ですね！」「校歌の歌詞が素晴らしい！」

との感想をいただきました。私もこれまでの教員生活で、

ここまで校歌を全力で、心を込めて歌う６年生は初めてで

す。来賓の方にも、これから羽ばたいていく子供たちの姿

が目に浮かんだのではないでしょうか。 

 式典第２部では、七小が連携を進めている教育機関か

ら、大坂上中学校吹奏楽部、日野台高等学校コーラス部、

実践女子大学YOSAKOIソーラン部WINGの皆さんを招

待し、記念の演奏・演舞を披露していただきました。 

 大きな節目を超え、七小はこれからも地域とともにある

学校を目指し、来年度からコミュニティ・スクールとして

展開していきます。別途お知らせを配布いたしますので、

保護者・地域の皆様のご意見を伺えれば幸いです。また、

保護者の皆様にはHome&Schoolで学校評価アンケート

も行っています。１２月８日（金）までとなっていますの

で、併せてよろしくお願いいたします。 

 

 

１２月の行事予定 

  曜 
時

程 

給

食 
学校行事等                                  

 

 

1 金 A ☆ 安全指導  

2 土       

3 日       

4 月 A ☆ 委員会⑧  

5 火 A ☆ 持久走（朝）消防署見学（３）  

6 水 B ☆ B 時程・４時間授業  

7 木 A ☆ ５時間授業（４）・保護者会（４）・持久走（朝）  

8 金 A ☆ 保護者会（３）・たてわり遊び（朝）  

9 土       

10 日       

11 月 A ☆ ５時間授業・保護者会（６）・本の森搬出  

12 火 A ☆ 保護者会（２）  

13 水 A ☆ 保護者会（５）・持久走（朝）  

14 木 A ☆ 保護者会（1）・持久走（朝）  

15 金 A ☆ 持久走（朝）  

16 土      

17 日       

18 月 A ☆ 5 時間授業（全）  

19 火 A ☆ 生活科見学(１)   

20 水 A ☆ 4 時間授業  

21 木 A ☆ 給食終  

22 金 B  B 時程・午前授業  

23 土       

24 日       

25 月 B  B 時程・終業式・午前授業  

冬季休業日 １２月２６日～１月８日  

〈令和６年１月〉  

9 火 B  始業式・午前授業・B 時程  

10 水 B  午前授業・B 時程・発育測定(6)  

11 木 A ☆ 給食始・4 時間授業・発育測定(5)・書初め（3・5） 
 

12 金 A ☆ 4 時間授業・発育測定(4)・書初め（4・6） 
 

※12 月から避難訓練は予告なしで行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 月の目標 
生活指導目標 「後片付けをしっかりしよう」 

「相手の目を見てあいさつをしよう」 

保健目標    「かぜを予防しよう」 

給食目標    「よくかんで食べよう」 

https://www.hino-tky.ed.jp/e-hino7/ 

祝・開校５０周年 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎2 学期もご協力ありがとうございました              副校長  

 今年もカレンダーがあと 1枚になりました。２学期には、七小体育の日や芸術祭、そして開校５０周年

記念事業など大きな行事、各学年、生活科や社会科見学などの体験学習、学校公開などがありました。振り

返ってみると２学期の始まりは、猛暑が続き、校庭での学習はもちろん、休み時間に外遊びができない日も

続きました。運動時には水分補給をしたり日陰で休憩したりしながら、何より健康を第一に考えながら進め

てきました。『七小体育の日』当日は、応援合戦や大玉送りなどもあり、思い出に残る素晴らしい一日にな

りました。次の『七小芸術祭』は『開校 50周年記念式典』と同日の開催でした。図工作品展はどの作品に

も力が入っており体育館を美術館に変え、たくさんの保護者・地域の皆様にご覧いただくことができまし

た。その中での音楽発表会は 4年ぶりに体育館に全校児童がそろって合唱・合奏ができたこと、鑑賞でき

たことは本当に幸せでした。事前に行った記念集会では、「手をつなごう」を歌いながらのバルーンリリー

スも、晴天の下、児童・保護者、地域の方との感動的な一時になりました。その他にも、様々な体験学習を

することができました。保護者の皆様、地域の皆様のご協力・ご支援をいただき、本当にありがとうござい

ました。 

さて、これから学校評価を行います。保護者・地域の皆様から今年度の七小の教育活動について、ご意見

や今後に期待することなどお寄せいただけたら幸いです。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎持久走週間について                     体力向上委員会  

 12月 4日（月）から 15日（金）までの 2週間、全校で持久走を行います。本年度はHome＆School

での通知の通り、体育の時間以外にも、朝の学習時間にも取り組みます。実施日時は、5日（火）、7日

（木）、13日（水）、１４日（木）１５日（金）の８時 30分から３５分です。 

この取組は、友達との競走ではなく、一人一人が自分のペースで走ることで、自身の体力（特に持久力）

を高めるとともに、自己の身体について関心をもつことをねらいとして行っています。運動を持続する力を

身に付けることは難しいのですが、続けて取り組むことができるようになる経験をすると、 

体を動かすことも楽しくなっていきます。ぜひご家庭でも子供たちへ励ましの声掛けをお願 

いいたします。朝登校後すぐの運動となるため、学校でも十分気を付けて見守ってまいりま 

すが、健康上のご心配がある方は、担任までお知らせください。運動しやすい服装や靴で登 

校してください。 

◎芸術祭を終えて                           特活部  

 ５０周年記念式典と同日で行った芸術祭。各学年の発表時間が短い反面、子供たちは芸術祭に向けてたく

さんの練習をしてきました。それを存分に発揮できた芸術祭だったと思います。毎年、より良い芸術祭とな

るよう、職員一同工夫を重ね、今年度は全校共同作品、５０周年としてのゆるキャラスタンプラリー、６年

生の七桜コーナー等新しい展示も増やしました。各学年の発表でも、曲数を増やしたり、手話を入れたり、

隊形を入れ替えることで子供の顔を見やすくしたりと各担任の先生たちが魅せ方を大いに工夫していまし

た。またマスクをつけない子供たちの歌う姿をお見せできたことは、芸術祭始まって以来の喜びです。４年

生は、１２月７日(木)に全校児童の前で発表をします。  

保護者アンケートでも、たくさんの温かいお言葉、ありがとうございました。目に見える図工作品や音楽発

表での子供たちの姿だけでなく、その裏にある練習の様子や各担任の先生たちの声掛けなどにも目を向けて

くださった意見が多く、七小の保護者の皆様の温かさに励まされました。またプログラムの会場図と実際の

保護者席に食い違いがあったことは大変申し訳ありませんでした。保護者の視点で考えられるよう、いただ

いたご意見を参考に、来年度の芸術祭をより綿密に計画をしていきます。 

 また DVD販売に関しては、今年度のみと考えていますが、５０周年記念集会の様子や芸術祭の様子と盛

りだくさんの内容ですので、楽しみになさってください。 

 

 

 


